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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 4 9 2 4 1 2 8 10 3 0 0 0
22 * 0 0 0 1 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
33 * 3 4 5 7 0 0 1 1 2 3 3 0 0 1
41 * 0 0 7 9 0 0 0 1 5 6 0 0 0 0
61 * 0 1 2 7 0 1 0 2 2 4 0 2 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
13 0 0 0 1 4 2 2 3 0 1 1 1 0 1 1
14 0 0 1 1 1 6 6 1 0 0 0 0 0 1 0
24 0 0 0 2 5 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
25 0 0 2 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 1 0 3 0 0 2 1 1 2 1 1 0 0
50 0 0 0 1 2 1 1 0 1 1 2 1 0 0 1
51 0 0 0 1 1 2 2 1 1 1 2 1 0 0 0
88 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 3 3 0
3 9 26 54 13 16 11 10 26 36 12 4 2 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 0 4 13 1 2 2 1 1 2 2 0 1 0
11 * 0 2 4 5 0 0 1 0 1 1 3 1 0 0
12 * 0 1 1 7 0 0 3 1 2 3 1 0 0 1
14 * 0 5 2 4 0 0 3 2 3 5 1 0 0 1
22 * 0 1 4 9 0 0 3 0 0 0 0 1 0 0
2 0 0 3 2 5 0 0 2 0 1 1 2 0 0 0
4 0 0 2 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
19 0 1 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
23 0 1 1 4 4 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
42 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 2
2 17 22 49 1 2 18 4 10 14 11 2 2 2

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 11.8% 44.9% 50.0%

Team / Coach: 天田　英彦 -
合　　　計 51 200

0 - -
0 - -

栗原 堅 0 4
0 - -

下川 航平 5 3
龍 季弥 11 7

木村 省吾 0 1
竹本 悠亮 0 3

安藤 渉 4 13
村上 直也 0 13

杜 家騰 4 30
辻 直弥 8 32

多々良 鮎 8 27
新宅 悠三 2 37

ST BS MIN

藤原 卓哉 9 30

２Ｐ ＦＴ
Ｆ
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流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 76 200
RATE 33.3% 48.1% 81.3%

池田 壮真 2 5
Team / Coach: 二杉　茂

安野 洸平 5 5
近藤 隆幸 4 7

田中 駿也 2 10
谷本 真琴 0 23

川崎 達朗 8 10
奥野 航平 4 14

津野田 祥成 0 4
幡本 優生 4 17

新里 龍武 4 20
藤森 翔平 0 9

瀬戸 将軍 19 24
久保田 和貴 14 20

BS MIN

サイモン オジュワン 10 25
松本 匡平 0 7

ＦＴ
Ｆ
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男子 １部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2014.08.31
天理大学

勝ち点　０
試合ＮＯ 110
戦評
総括、今リーグ戦2日目最終試合は、昨年度リーグ戦優勝チームの天理大学と、粘り強いディフェンスからのブレイク
で爆発力のある流科大学との熱戦となった。序盤、どちらも守りを固め点数に大きく動きがないままであったが#6サイ
モンを中心にリバウンドをオフェンス、ディフェンス共に多く取っていた天理大が徐々に点差を広げていく。そして後半
に入ると天理大の猛攻が始まり一気に差が開いた。最終ピリオド流科大もプレスをかけ奮闘するも追いつくことはでき
ず天理大に軍配が上がった。
第1ピリオド、試合開始とともに気迫のディフェンスで互いに点を与えない。その均衡を破ったのは#6サイモンの
シュートだった。流科大も#11多々良、#1藤原を中心に巻き返しをはかる。天理大は全員でオフェンスリバウンドを粘り
強く取り徐々に点差を離していくが、流科大の堅いディフェンスを攻略できない。しかし終始冷静なプレーで勝ってい
た天理大が19-13と6点リードで第1ピリオドを終える。
第2ピリオド、交代で入ってきた天理大#24奥野のシュートで幕を開ける。流科大も速攻から点数を重ねていき点差を
離させない。そこから点の取り合いになり両者一歩も引かない。点の取り合いから一転しどちらも堅い守りで点が入ら
なくなった。天理大#13幡本のスティールからの速攻で膠着状態から一歩抜け出す。いい流れのまま、32-19天理大
13点リードで折り返す。
第3ピリオド、天理大が第2ピリオドの勢いそのままに着々と点を決めていき一気に差が開いたところでたまらず流科
大タイムアウト。流科大はタイムアウト後点を決め落ち着くかと思ったがゴール下の要#14杜が3ファールで交代してし
まう。#14杜の穴を埋めようと流科大は必死のディフェンスをするが天理大は穴となったゴール下を攻め一気に点差が
開いた。爆発力のある流科大だがどんどん圧力をかけていく天理大のディフェンスの前に得点が取れず、59-29と30
点差で第4ピリオドへ突入する。
第4ピリオド、点差が開いても手を緩めない天理大に対し流科大はゾーンプレスをかけ#23龍が連続9得点、勢いが
流科大にくる。だが時すでに遅し、逆転するまでには至らず、74-51で天理大が圧勝した。

主審 大野　哲広 副審 久田　浩嗣 戦評

74 51

敗チーム

流通科学大学

永岩　良一（近畿大）

開始時間 16.40.00
会　　場 流通科学大学
コ ー ト

勝ち点　２


